
中
岳
と
と
も
に
楽
し
め
る

４
つ
の
滝

　

中
岳
の
麓
に
は
神
野
渓
流
の
４
つ

の
滝
が
あ
り
ま
す
。
登
山
口
と
中
岳

を
往
復
す
る
登
山
コ
ー
ス
以
外
に
、

中
岳
登
山
と
セ
ッ
ト
で
、
こ
の
４
つ

の
滝
を
巡
る
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

○
杖つ

え
た立

て
の
滝

　

林
道
も
無
い
昔
、
谷
川
沿
い
に
登

山
道
が
あ
り
、
山
仕
事
に
行
く
人
や

登
山
客
等
が
そ
の
周
辺
の
景
観
に

惚
れ
、
杖
を
止
め
て
眺
め
た
こ
と

か
ら
こ
の
名
が
付
い
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
辺
り
の
地
名
も

「
杖つ
え
た
て
ば
る

立
原
」と
言
い
ま
す
。

り
続
け
て
山
頂
ら
し
き
と
こ
ろ
に
到

達
し
ま
す
が
、
そ
こ
は
山
頂
で
は
な

く「
前ま

え
た
け岳

」（
標
高
６
５
９
ｍ
）
の
頂

上
。
し
か
し
、
こ
の「
前
岳
」
か
ら

の
見
晴
ら
し
は
大
変
良
く
、
眼
下
に

は
神
野
地
区
、そ
の
奥
に
肝
属
平
野
、

そ
し
て
錦
江
湾
が
見
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、そ
こ
か
ら
一
旦
く
だ
り
、

○帽子
○リュックサック
○登山服
○手袋
○トレッキングポール（ストック）
○登山靴

※ リュックサックには、水筒（水）、防寒着、
着替え、タオル、雨具、トイレットペー
パー、救急セット（ばんそうこうなど）、
携帯電話、非常食・行動食、地図、コ
ンパスなどを入れよう！

　

吾
平
町
神
野
に
あ
る
中
岳
は
、

円え
ん
す
い錐
状
の
美
し
い
山
で
、「
吾
平
富

士
」・「
神
野
富
士
」
と
も
呼
ば
れ
、

神
野
だ
け
で
な
く
、
吾
平
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
登
山
客
は
訪
れ
て
い
ま
し

た
が
、
登
山
道
が
あ
ま
り
整
備
さ
れ

て
お
ら
ず
、
山
中
は
う
っ
そ
う
と
し

て
お
り
、
一
般
の
登
山
者
に
は
難
所

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年

度
、
地
元
有
志
に
よ
り
、
登
山
道
の

整
備
作
業
が
行
わ
れ
、
平
成
28
年
３

月
に
中
岳
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と

し
て
完
成
し
ま
し
た
。

　

登
山
口
は
吾
平
町
浄
水
場
水
源
地

付
近
で
、
そ
こ
か
ら
山
頂
ま
で
の
登

山
道
は
、
山
の
形
状
の
と
お
り
険
し

い
道
の
り
。
途
中
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
立
つ
老
木
と
苔
む
し
た
巨
大
な
倒

木
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
、
延
々
と
登

　旧神野小・中学校の校歌で、最初に謳
われたのは「中岳」。この歌のとおり、神
野に暮らす人々は、遠い昔から、目の前
に高くそびえる美しき山を毎日のよう仰
ぎ見て、敬い、親しんできたのだろう。

達
し
ま
す
。

　

山
頂
か
ら
は
北
東
方
向
に
志
布

志
湾
、
南
西
方
向
に
知ち

り
ん
が
し
ま

林
ヶ
島
や

開か
い
も
ん
だ
け

聞
岳
が
望
め
ま
す
。

見晴らしの良い「前岳」からの眺望
左は高隈山、中央奥には錦江湾を経て霧島山が見える

登山道に丁寧に設置された階段

　
『
三
国
名
勝
図
会
』
に
よ
れ
ば
、

昔
は
「
東
中
岳
」
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
山
頂
に
藏
王
權
現
が
祀
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。（
現
在

は
「
中
嶽
神
」
の
碑
が
建
つ
。）

　

地
頭
館
（
現
在
の
吾
平
麓
バ
ス

停
前
の
空
き
地
）
か
ら
東
南
の
方

向
に
見
え
た
雄
大
な
山
は
、
古
く

か
ら
信
仰
の
対
象
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。

○
一い

っ
ぽ
ん
ま
つ

本
松
の
滝

　

滝
の
近
く
に
一
本
の
黒
松
の
大
木

が
あ
り
、
こ
の
名
が
付
い
た
と
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
滝
の
上
に
は
大
き
な

岩
が
あ
り
、
そ
の
岩
に
セ
キ
レ
イ
と

い
う
鳥
が
巣
作
り
を
す
る
こ
と
か

ら
、
別
名「
セ
キ
レ
イ
の
滝
」
と
も

呼
ば
れ
ま
す
。

○
特と

っ
こ
う攻

の
滝

　

太
平
洋
戦
争
中
、
こ
の
滝
の
上
に

飛
行
機
が
墜
落
し
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
名
が
付
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
そ

の
残
骸
を
拾
い
に
来
た
古
物
商
が
足

を
滑
ら
せ
て
亡
く
な
っ
た
と
い
う
悲

し
い
言
い
伝
え
の
あ
る
滝
で
も
あ
り

ま
す
。

○
お
し
ど
り
の
滝

　

滝
の
中
央
に
き
れ
い
な
淵
が
あ

り
、
お
し
ど
り
が
飛
来
し
遊
ん
で
い

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
が
付
い
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
示
す
か

の
よ
う
に
、
滝
の
周
辺
に
は
エ
サ
と

な
る
木
の
実
を
実
ら
せ
る
樹
木
が

立
っ
て
い
ま
す
。

再
び
急
な
坂
道
を
30
分
ほ
ど

登
る
と
、
よ
う
や
く
中
岳
の

山
頂（
標
高
６
７
７
ｍ
）
に

会長   上
うえのはら

之原 昇
のぼる

 さん

神野町内会

阿
あ た

多 久
ひさ み

美 さん
中岳登山ボランティアガイド

年の10月から約半年かけて作業を行いました。
　苦労したのが材料や道具の搬入でした。階段に使用す
るため、背中に２ｍぐらいの丸太を５本背負って歩くの
はつらかったですね。防腐処理された丸太は重いのです。
おまけに整備前なので、途中で木々に引っかかって、な
かなか思うようにはいきませんでした。そんな苦労を乗
り越えて、登山道が完成した時は本当に嬉しかったです
ね。協力してくれた皆さんのお陰だと思います。

中岳登山道整備のメ
ンバーは５人～ 10

人程度で、仕事を引退し
た60歳～ 70歳代が中心
でした。平成27年６月頃、
必要な階段や看板の数・
設置か所等を調べるため
に現地調査を行い、この

を利用したものです。これは「枯
こそんぼく

損木」と言って腐らない
もの。階段の一部にも利用しています。
　中岳の登山口は神野の集落の近くで、すぐ登れるのが
魅力。見晴らしもよく、美しい滝もあります。整備して
から神野を訪れる人が増えました。神野に住む人間とし
て大変嬉しいですね。自分たちで整備した登山道なので
愛着もあります。市内外から訪れる登山客のためにも、
これからも登山道を見守っていきたいと思っています。

登山道に設置した階
段は662段。当初

300段と見積もっていた
のですが、登山者のこと
を考えて作業を行った結
果です。山頂や休憩所に
ある丸太のベンチは、芯
だけ残った枯れたヒノキ

山を楽しむための必須アイテム

旧神野小・中学校の校歌�������	


中岳

吾平自然公園
旧神野小・中学校

永野牧バス停

登山口
浄水場水源地

杖立ての滝
一本松の滝
特攻の滝
おしどりの滝

●標高
　677m

●所要時間（往復）
　約２時間 30分

●とっておき情報
 　 中岳・滝巡りのセッ
トコースは約３時間
30分

中岳登山 Infomation

問美里吾平コミュニティ協議会  ☎ 0994-58-6566

姶良川から望む中岳姶良川から望む中岳

特攻の滝

杖立ての滝
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